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柱が入ります 柱が入ります

新
民
謡
の
流
行 

―
『
民
謠
詩
人
』
を
中
心
に 

近
藤 

周
吾 

  

私
の
勤
務
す
る
富
山
高
専
の
研
究
室
で
は
、
北
陸
の
詩
や
新
民

謡
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
て
お
り
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
環
と

し
て
い
る
。
そ
の
中
に
『
民
謡
と
詩
』
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ

れ
は
ど
の
よ
う
な
資
料
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
富
山
の
文

学
と
の
関
連
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
以
下
、
簡
潔
に
触
れ
て
い
こ

う
と
思
う
。 

 
 
 

一 

 

函
に
入
れ
ら
れ
た
『
民
謡
と
詩
』
は
、
一
九
二
八
年
（
昭
和
三

年
）
一
一
月
に
製
本
さ
れ
た
、
雑
誌
『
民
謠
詩
人
』（
民
謠
詩
人
社

［
東
京
市
外
西
巢
鴨
町
巢
鴨
二
二
八
］）
の
七
冊
合
本
で
あ
る
。
七

冊
と
い
う
の
は
、
目
次
に
従
え
ば
『
民
謠
詩
人
』
第
二
巻
第
三
號
・

第
二
巻
第
四
號
・
第
二
巻
第
五
號
・
第
二
巻
第
六
號
・
第
二
巻
第

七
號
・
第
三
巻
第
八
號
・
第
三
巻
第
九
號
の
七
冊
で
あ
り
、
奥
付

に
従
え
ば
、
No.
７
、（
奥
付
欠
）、
９
、
10
、
11
、
12
、
13
で
あ

る
。
発
行
年
月
は
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
三
年
三
月
一
日
、（
奥
付
欠
）、

五
月
一
日
、
六
月
十
日
、
七
月
一
日
、
八
月
一
日
、
九
月
一
日
と

な
る
。
大
捌
賣
店
は
「
東
京
堂 

東
海
堂 

北
陸
館 

大
東
館
」

と
な
っ
て
い
る
。 

 

私
は
こ
れ
ま
で
富
山
の
詩
に
関
す
る
研
究
を
、
次
の
よ
う
な
、

い
さ
さ
か
遠
大
な
方
針
と
構
想
に
基
づ
い
て
進
め
て
き
た
。
①
実

証
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
日
本
近
代
詩
史
を
再
審
す
る
。
②

『
日
本
海
詩
人
』
や
『
詩
と
民
謠
』
と
い
っ
た
詩
誌
に
着
目
し
、

北
陸
詩
壇
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
。
③
大
村
正
次
や
中
山
輝
、

川
口
清
の
動
向
を
追
う
こ
と
に
よ
り
、
井
上
靖
や
源
氏
鶏
太
の
研

究
を
深
め
る
。 

 

要
す
る
に
、
今
、
こ
の
よ
う
な
文
脈
の
中
に
『
民
謠
詩
人
』
を

持
ち
込
も
う
と
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
理
由
は
二
つ
あ
る
。

第
一
に
、
当
時
の
新
民
謡
の
状
況
が
、
中
央
詩
壇
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
が
理
解
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、

野
口
雨
情
、
三
木
露
風
、
佐
藤
惣
之
助
、
福
田
正
夫
、
白
鳥
省
吾
、

川
路
柳
虹
、
草
野
心
平
ら
の
名
前
が
見
え
る
。
第
二
に
、
そ
こ
に
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北
陸
の
文
学
者
の
活
躍
も
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
『
日
本
海
詩
人
』
お
よ
び
『
詩
と
民
謠
』
の
主
筆
級
の
活
躍
が

認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
翁
久
允
の
小
特
集
の
よ
う
な
も
の
が

組
ま
れ
て
い
る
点
も
見
逃
せ
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

第
二
の
点
の
前
者
に
関
し
て
い
え
ば
、
高
山
を
代
表
す
る
詩
人
・

福
田
夕
咲
や
富
山
で
活
躍
し
た
民
謡
詩
人
・
山
岸
曙
光
子
の
も
の

も
あ
り
興
味
は
尽
き
な
い
が
、
井
上
靖
の
師
で
あ
る
大
村
正
次
と
、

源
氏
鷄
太
の
師
で
あ
る
中
山
輝
に
絞
っ
て
調
べ
て
み
て
も
、
次
の

よ
う
な
詩
篇
等
が
発
表
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

  

第
二
巻
第
三
號
（
昭
和
三
・
三
） 

 

大
村
正
次 

 

［
民
謠
］「
こ
と
ツ
し
や
雪
年
」 

 

［
詩
篇
］「
田
螺
」 

 

中
山
輝 

 

［
民
謠
］「
こ
な
い
な
」 

 

［
詩
篇
］「
模
索
」 

 

第
二
巻
第
四
號
（
昭
和
三
・
四
） 

 

大
村
正
次 

 

［
民
謠
］「
ほ
の
ほ
と
な
ら
う
」 

 

中
山
輝 

 

［
詩
篇
］「
山
巓
に
ゐ
る
と
」 

 

第
二
巻
第
五
號
（
昭
和
三
・
五
） 

 

大
村
正
次 

 

［
民
謠
］「
粉
雪
」 

 

中
山
輝 

 

［
民
謠
］「
眞
珠
」 

 

［
詩
篇
］「
眞
實
の
道
」 

 

第
二
巻
第
六
號
（
昭
和
三
・
六
） 

 

大
村
正
次 

 

［
散
文
詩
］「
神
様
に
見
放
さ
れ
る
も
の
」 

 

中
山
輝 

 

［
詩
篇
］「
轉
落
す
る
石
」 

 

第
二
巻
第
七
號
（
昭
和
三
・
七
） 

 

中
山
輝 

 

［
詩
篇
］「
火
華
」 

 

［―
―

］「
雪
と
北
陸
歌
謠
」 

 

第
三
巻
第
八
號
（
昭
和
三
・
八
） 

 

中
山
輝 

 

［
詩
篇
］「
石
像
」 
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新
民
謡
の
流
行 

―

『
民
謠
詩
人
』
を
中
心
に 

近
藤 

周
吾 

  

私
の
勤
務
す
る
富
山
高
専
の
研
究
室
で
は
、
北
陸
の
詩
や
新
民

謡
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
て
お
り
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
環
と

し
て
い
る
。
そ
の
中
に
『
民
謡
と
詩
』
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ

れ
は
ど
の
よ
う
な
資
料
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
富
山
の
文

学
と
の
関
連
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
以
下
、
簡
潔
に
触
れ
て
い
こ

う
と
思
う
。 

 
 
 

一 

 

函
に
入
れ
ら
れ
た
『
民
謡
と
詩
』
は
、
一
九
二
八
年
（
昭
和
三

年
）
一
一
月
に
製
本
さ
れ
た
、
雑
誌
『
民
謠
詩
人
』（
民
謠
詩
人
社

［
東
京
市
外
西
巢
鴨
町
巢
鴨
二
二
八
］）
の
七
冊
合
本
で
あ
る
。
七

冊
と
い
う
の
は
、
目
次
に
従
え
ば
『
民
謠
詩
人
』
第
二
巻
第
三
號
・

第
二
巻
第
四
號
・
第
二
巻
第
五
號
・
第
二
巻
第
六
號
・
第
二
巻
第

七
號
・
第
三
巻
第
八
號
・
第
三
巻
第
九
號
の
七
冊
で
あ
り
、
奥
付

に
従
え
ば
、
No.
７
、（
奥
付
欠
）、
９
、
10
、
11
、
12
、
13
で
あ

る
。
発
行
年
月
は
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
三
年
三
月
一
日
、（
奥
付
欠
）、

五
月
一
日
、
六
月
十
日
、
七
月
一
日
、
八
月
一
日
、
九
月
一
日
と

な
る
。
大
捌
賣
店
は
「
東
京
堂 

東
海
堂 

北
陸
館 

大
東
館
」

と
な
っ
て
い
る
。 

 

私
は
こ
れ
ま
で
富
山
の
詩
に
関
す
る
研
究
を
、
次
の
よ
う
な
、

い
さ
さ
か
遠
大
な
方
針
と
構
想
に
基
づ
い
て
進
め
て
き
た
。
①
実

証
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
日
本
近
代
詩
史
を
再
審
す
る
。
②

『
日
本
海
詩
人
』
や
『
詩
と
民
謠
』
と
い
っ
た
詩
誌
に
着
目
し
、

北
陸
詩
壇
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
。
③
大
村
正
次
や
中
山
輝
、

川
口
清
の
動
向
を
追
う
こ
と
に
よ
り
、
井
上
靖
や
源
氏
鶏
太
の
研

究
を
深
め
る
。 

 

要
す
る
に
、
今
、
こ
の
よ
う
な
文
脈
の
中
に
『
民
謠
詩
人
』
を

持
ち
込
も
う
と
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
理
由
は
二
つ
あ
る
。

第
一
に
、
当
時
の
新
民
謡
の
状
況
が
、
中
央
詩
壇
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
が
理
解
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、

野
口
雨
情
、
三
木
露
風
、
佐
藤
惣
之
助
、
福
田
正
夫
、
白
鳥
省
吾
、

川
路
柳
虹
、
草
野
心
平
ら
の
名
前
が
見
え
る
。
第
二
に
、
そ
こ
に
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北
陸
の
文
学
者
の
活
躍
も
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
『
日
本
海
詩
人
』
お
よ
び
『
詩
と
民
謠
』
の
主
筆
級
の
活
躍
が

認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
翁
久
允
の
小
特
集
の
よ
う
な
も
の
が

組
ま
れ
て
い
る
点
も
見
逃
せ
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

第
二
の
点
の
前
者
に
関
し
て
い
え
ば
、
高
山
を
代
表
す
る
詩
人
・

福
田
夕
咲
や
富
山
で
活
躍
し
た
民
謡
詩
人
・
山
岸
曙
光
子
の
も
の

も
あ
り
興
味
は
尽
き
な
い
が
、
井
上
靖
の
師
で
あ
る
大
村
正
次
と
、

源
氏
鷄
太
の
師
で
あ
る
中
山
輝
に
絞
っ
て
調
べ
て
み
て
も
、
次
の

よ
う
な
詩
篇
等
が
発
表
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

  

第
二
巻
第
三
號
（
昭
和
三
・
三
） 

 

大
村
正
次 

 

［
民
謠
］「
こ
と
ツ
し
や
雪
年
」 

 

［
詩
篇
］「
田
螺
」 

 

中
山
輝 

 

［
民
謠
］「
こ
な
い
な
」 

 

［
詩
篇
］「
模
索
」 

 

第
二
巻
第
四
號
（
昭
和
三
・
四
） 

 

大
村
正
次 

 

［
民
謠
］「
ほ
の
ほ
と
な
ら
う
」 

 

中
山
輝 

 

［
詩
篇
］「
山
巓
に
ゐ
る
と
」 

 

第
二
巻
第
五
號
（
昭
和
三
・
五
） 

 

大
村
正
次 

 

［
民
謠
］「
粉
雪
」 

 

中
山
輝 

 

［
民
謠
］「
眞
珠
」 

 

［
詩
篇
］「
眞
實
の
道
」 

 

第
二
巻
第
六
號
（
昭
和
三
・
六
） 

 

大
村
正
次 

 

［
散
文
詩
］「
神
様
に
見
放
さ
れ
る
も
の
」 

 

中
山
輝 

 

［
詩
篇
］「
轉
落
す
る
石
」 

 

第
二
巻
第
七
號
（
昭
和
三
・
七
） 

 

中
山
輝 

 

［
詩
篇
］「
火
華
」 

 
［―

―

］「
雪
と
北
陸
歌
謠
」 

 

第
三
巻
第
八
號
（
昭
和
三
・
八
） 

 

中
山
輝 

 

［
詩
篇
］「
石
像
」 
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［―

―

］「
雪
と
北
陸
歌
謠
」 

 
第
三
巻
第
九
號
（
昭
和
三
・
九
） 

 

中
山
輝 

 

［
詩
篇
］「
河
原
の
石
」 

 
 
 

二 

 

他
方
、
こ
の
こ
ろ
は
翁
久
允
が
長
篇
小
説
『
道
な
き
道
』（
甲
子

社
書
房
、
一
九
二
八
年
）
と
随
筆
集
『
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
は
語
る
』

（
聚
英
閣
、
一
九
二
八
年
）
を
刊
行
し
て
い
た
時
期
に
当
た
る
わ

け
だ
が
、
こ
れ
ら
の
刊
行
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で

も
見
逃
せ
な
い
。 

  

第
三
巻
第
九
號
（
昭
和
三
・
九
） 

 

都
築
益
世
・
広
瀬
操
吉
・
木
村
重
夫
「
翁
久
允
氏
の
随
筆
集
に

就
い
て
」 

 

竹
久
夢
二
「
翁
君
に
送
る
」 

  

「
翁
久
允
氏
の
随
筆
集
に
就
い
て
」
は
、
翁
久
允
の
『
コ
ス
モ

ポ
リ
タ
ン
は
語
る
』
が
同
時
代
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
た

か
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
資
料
と
言
え
る
。
都
築
益
世
「
コ

ス
モ
ポ
リ
タ
ン
は
語
る
」
で
は
、「
翁
氏
は
、
自
省
の
な
い
コ
ス
モ

ポ
リ
タ
ン
で
は
な
く
て
、
か
へ
つ
て
、
熾
烈
な
愛
国
精
神
に
燃
ゆ

る
パ
ト
リ
オ
ツ
ト
で
は
な
か
ら
う
か
。」
と
書
い
て
お
り
、
そ
の
後

の
翁
久
允
の
生
き
方
の
急
所
を
早
く
も
言
い
当
て
て
い
る
。
広
瀬

操
吉
「「
宇
宙
人
は
語
る
」
の
印
象
」
も
、「
こ
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ

ン
に
は
、
や
は
り
我
等
と
同
じ
日
本
人
の
血
が
流
れ
て
ゐ
て
、
ど

う
し
て
も
祖
國
と
は
切
り
は
な
す
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
、
も
ろ

い
人
で
あ
つ
た
」
と
捉
え
て
い
る
。
木
村
重
夫
「「
宇
宙
人
は
語
る
」

小
感
」
も
ま
た
、「
廣
く
世
界
の
風
潮
を
理
解
し
て
、
初
め
て
故
國

に
切
々
た
る
感
情
を
持
ち
得
た
宇
宙
人
的
日
本
人
た
る
こ
と
」
を

指
摘
し
て
お
り
、「
日
本
人
」
と
い
う
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
る
傾

向
が
う
か
が
え
る
。 

 

他
方
、「
翁
君
に
送
る
」
は
、
翁
久
允
と
竹
久
夢
二
の
交
遊
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
逸
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
で
あ
る

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
題
字
は
夢
二
の
筆
跡
で
あ
り
、「
出
版
紀

念
會
の
日
に
出
會
し
た
藤
田
君
か
ら
兄
の
近
著
に
つ
い
て
の
批
評

を
書
く
や
う
に
と
依
托
を
受
け
て
、
感
想
ぐ
ら
い
な
ら
書
い
て
見

や
う
と
約
束
し
て
、
そ
の
つ
も
り
で
讀
む
に
は
讀
ん
だ
が
ど
う
も

感
想
を
書
く
氣
に
な
れ
な
い
の
で
、
私
信
の
形
で
手
紙
を
か
く
。」
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と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
り
、「
糸
魚
川
の
相
馬
御
風
君
の
こ
と
、

富
山
の
淀
川
の
か
こ
ん
の
女
の
こ
と
、
そ
の
他
、
ぼ
く
が
浴
衣
が

け
で
淀
川
を
飛
出
し
て
富
山
の
町
を
走
り
な
が
ら
、
君
に
一
方
な

ら
ぬ
お
世
話
を
や
か
せ
た
こ
と
を
書
き
た
い
の
だ
が
」
と
思
わ
せ

ぶ
り
な
こ
と
も
書
い
て
、
ペ
ン
を
擱
い
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
『
富
山
新
報
』（
昭
和
四
年
八
月
一
三
日
）
の
記
事
も
あ

わ
せ
て
参
考
に
す
る
と
、
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
が
わ
か
り
か
け

て
く
る
。 

 

《
郷
土
芸
能
小
原
節 

 

保
存
会
設
立
総
会 

 

十
一
日
諸
名
士
を
迎
へ
て 

 

来
月
一
日
か
ら
実
地
宣
伝 

  

婦
負
郡
八
尾
町
に
て
は
県
知
事
、
内
務
部
長
そ
の
他
中
央
芸
術

界
の
大
家
を
顧
問
と
し
て
組
織
せ
る
小
原
節
保
存
会
の
設
立
総
会

を
、
十
一
日
午
後
四
時
よ
り
同
町
八
尾
劇
場
に
於
て
開
催
し
た
。 

 

県
よ
り
は
各
顧
問
を
代
表
し
て
清
水
商
工
課
長
の
出
席
あ
り
。

来
賓
と
し
て
竹
久
夢
二
、
翁
久
允
、
水
木
伸
一
、
藤
田
健
次
、
若

柳
吉
三
郎
、
同
吉
美
津
の
名
士
を
迎
え
て
盛
大
に
開
会
さ
れ
、
同

会
の
創
立
の
功
労
者
、
川
崎
順
二
氏
を
主
事
に
推
薦
し
、
各
役
員

の
選
挙
、
保
存
会
の
主
意
等
を
協
議
決
定
し
、
来
賓
諸
氏
の
祝
辞
、

講
演
あ
り
て
、
同
六
時
閉
会
。
次
い
で
、
小
原
節
の
実
演
に
移
り
、

各
名
士
の
批
判
を
受
け
て
午
後
八
時
四
十
分
、
盛
会
裡
に
散
会
し

た
。 

 

し
か
し
て
、
来
る
九
月
一
日
夜
よ
り
三
日
間
、
風
の
盆
を
好
期

と
し
て
改
良
小
原
節
を
以
て
町
内
を
練
り
回
り
、
大
い
に
郷
土
民

謡
の
宣
伝
に
努
む
る
こ
と
に
な
っ
た
。》 

  

引
用
は
、
お
わ
ら
を
語
る
会
編
『
お
わ
ら
の
記
憶
』（
桂
書
房
、

二
〇
一
三
年
八
月
）
に
よ
る
。
一
九
二
九
年
の
夏
、
竹
久
夢
二
・

翁
久
允
・
藤
田
健
次
が
、
民
謡
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
八
尾
町

を
訪
ね
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

そ
も
そ
も
『
民
謠
詩
人
』
は
、
編
集
人
が
藤
田
健
次
、
発
行
人

は
岩
本
貞
一
、
装
幀
を
竹
久
夢
二
が
務
め
た
雑
誌
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
ど
う
し
よ
う
も
な
い
が
、
そ
れ
を
知
っ
た

上
で
こ
の
記
事
を
見
な
お
し
て
み
る
と
、
見
え
方
も
少
し
変
わ
っ

て
く
る
だ
ろ
う
。 

 

富
山
市
立
図
書
館
の
翁
久
允
文
庫
に
は
、
戦
後
に
復
活
し
た
『
詩

と
民
謡
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
早
川
嘉
一
の
送
り
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［―
―

］「
雪
と
北
陸
歌
謠
」 

 

第
三
巻
第
九
號
（
昭
和
三
・
九
） 

 

中
山
輝 

 

［
詩
篇
］「
河
原
の
石
」 

 
 
 

二 

 

他
方
、
こ
の
こ
ろ
は
翁
久
允
が
長
篇
小
説
『
道
な
き
道
』（
甲
子

社
書
房
、
一
九
二
八
年
）
と
随
筆
集
『
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
は
語
る
』

（
聚
英
閣
、
一
九
二
八
年
）
を
刊
行
し
て
い
た
時
期
に
当
た
る
わ

け
だ
が
、
こ
れ
ら
の
刊
行
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で

も
見
逃
せ
な
い
。 

  

第
三
巻
第
九
號
（
昭
和
三
・
九
） 

 

都
築
益
世
・
広
瀬
操
吉
・
木
村
重
夫
「
翁
久
允
氏
の
随
筆
集
に

就
い
て
」 

 

竹
久
夢
二
「
翁
君
に
送
る
」 

  

「
翁
久
允
氏
の
随
筆
集
に
就
い
て
」
は
、
翁
久
允
の
『
コ
ス
モ

ポ
リ
タ
ン
は
語
る
』
が
同
時
代
に
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
た

か
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
資
料
と
言
え
る
。
都
築
益
世
「
コ

ス
モ
ポ
リ
タ
ン
は
語
る
」
で
は
、「
翁
氏
は
、
自
省
の
な
い
コ
ス
モ

ポ
リ
タ
ン
で
は
な
く
て
、
か
へ
つ
て
、
熾
烈
な
愛
国
精
神
に
燃
ゆ

る
パ
ト
リ
オ
ツ
ト
で
は
な
か
ら
う
か
。」
と
書
い
て
お
り
、
そ
の
後

の
翁
久
允
の
生
き
方
の
急
所
を
早
く
も
言
い
当
て
て
い
る
。
広
瀬

操
吉
「「
宇
宙
人
は
語
る
」
の
印
象
」
も
、「
こ
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ

ン
に
は
、
や
は
り
我
等
と
同
じ
日
本
人
の
血
が
流
れ
て
ゐ
て
、
ど

う
し
て
も
祖
國
と
は
切
り
は
な
す
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
、
も
ろ

い
人
で
あ
つ
た
」
と
捉
え
て
い
る
。
木
村
重
夫
「「
宇
宙
人
は
語
る
」

小
感
」
も
ま
た
、「
廣
く
世
界
の
風
潮
を
理
解
し
て
、
初
め
て
故
國

に
切
々
た
る
感
情
を
持
ち
得
た
宇
宙
人
的
日
本
人
た
る
こ
と
」
を

指
摘
し
て
お
り
、「
日
本
人
」
と
い
う
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
る
傾

向
が
う
か
が
え
る
。 

 

他
方
、「
翁
君
に
送
る
」
は
、
翁
久
允
と
竹
久
夢
二
の
交
遊
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
逸
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
で
あ
る

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
題
字
は
夢
二
の
筆
跡
で
あ
り
、「
出
版
紀

念
會
の
日
に
出
會
し
た
藤
田
君
か
ら
兄
の
近
著
に
つ
い
て
の
批
評

を
書
く
や
う
に
と
依
托
を
受
け
て
、
感
想
ぐ
ら
い
な
ら
書
い
て
見

や
う
と
約
束
し
て
、
そ
の
つ
も
り
で
讀
む
に
は
讀
ん
だ
が
ど
う
も

感
想
を
書
く
氣
に
な
れ
な
い
の
で
、
私
信
の
形
で
手
紙
を
か
く
。」

ノド側の柱は削除 
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と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
り
、「
糸
魚
川
の
相
馬
御
風
君
の
こ
と
、

富
山
の
淀
川
の
か
こ
ん
の
女
の
こ
と
、
そ
の
他
、
ぼ
く
が
浴
衣
が

け
で
淀
川
を
飛
出
し
て
富
山
の
町
を
走
り
な
が
ら
、
君
に
一
方
な

ら
ぬ
お
世
話
を
や
か
せ
た
こ
と
を
書
き
た
い
の
だ
が
」
と
思
わ
せ

ぶ
り
な
こ
と
も
書
い
て
、
ペ
ン
を
擱
い
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
『
富
山
新
報
』（
昭
和
四
年
八
月
一
三
日
）
の
記
事
も
あ

わ
せ
て
参
考
に
す
る
と
、
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
が
わ
か
り
か
け

て
く
る
。 

 

《
郷
土
芸
能
小
原
節 

 

保
存
会
設
立
総
会 

 

十
一
日
諸
名
士
を
迎
へ
て 

 

来
月
一
日
か
ら
実
地
宣
伝 

  

婦
負
郡
八
尾
町
に
て
は
県
知
事
、
内
務
部
長
そ
の
他
中
央
芸
術

界
の
大
家
を
顧
問
と
し
て
組
織
せ
る
小
原
節
保
存
会
の
設
立
総
会

を
、
十
一
日
午
後
四
時
よ
り
同
町
八
尾
劇
場
に
於
て
開
催
し
た
。 

 

県
よ
り
は
各
顧
問
を
代
表
し
て
清
水
商
工
課
長
の
出
席
あ
り
。

来
賓
と
し
て
竹
久
夢
二
、
翁
久
允
、
水
木
伸
一
、
藤
田
健
次
、
若

柳
吉
三
郎
、
同
吉
美
津
の
名
士
を
迎
え
て
盛
大
に
開
会
さ
れ
、
同

会
の
創
立
の
功
労
者
、
川
崎
順
二
氏
を
主
事
に
推
薦
し
、
各
役
員

の
選
挙
、
保
存
会
の
主
意
等
を
協
議
決
定
し
、
来
賓
諸
氏
の
祝
辞
、

講
演
あ
り
て
、
同
六
時
閉
会
。
次
い
で
、
小
原
節
の
実
演
に
移
り
、

各
名
士
の
批
判
を
受
け
て
午
後
八
時
四
十
分
、
盛
会
裡
に
散
会
し

た
。 

 

し
か
し
て
、
来
る
九
月
一
日
夜
よ
り
三
日
間
、
風
の
盆
を
好
期

と
し
て
改
良
小
原
節
を
以
て
町
内
を
練
り
回
り
、
大
い
に
郷
土
民

謡
の
宣
伝
に
努
む
る
こ
と
に
な
っ
た
。》 

  

引
用
は
、
お
わ
ら
を
語
る
会
編
『
お
わ
ら
の
記
憶
』（
桂
書
房
、

二
〇
一
三
年
八
月
）
に
よ
る
。
一
九
二
九
年
の
夏
、
竹
久
夢
二
・

翁
久
允
・
藤
田
健
次
が
、
民
謡
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
八
尾
町

を
訪
ね
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

そ
も
そ
も
『
民
謠
詩
人
』
は
、
編
集
人
が
藤
田
健
次
、
発
行
人

は
岩
本
貞
一
、
装
幀
を
竹
久
夢
二
が
務
め
た
雑
誌
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
ど
う
し
よ
う
も
な
い
が
、
そ
れ
を
知
っ
た

上
で
こ
の
記
事
を
見
な
お
し
て
み
る
と
、
見
え
方
も
少
し
変
わ
っ

て
く
る
だ
ろ
う
。 

 

富
山
市
立
図
書
館
の
翁
久
允
文
庫
に
は
、
戦
後
に
復
活
し
た
『
詩

と
民
謡
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
早
川
嘉
一
の
送
り
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状
も
挟
ま
れ
た
状
態
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。
早
川
嘉
一
は
、
戦
後

に
中
山
輝
か
ら
『
詩
と
民
謡
』
の
編
集
を
引
き
継
い
だ
富
山
を
代

表
す
る
民
謡
詩
人
の
一
人
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
こ
と
も
含
め
て
考
え
て
く
る
と
、
翁
久
允
が
富
山

の
詩
壇
に
も
た
ら
し
た
も
の
、
媒
介
し
た
も
の
の
一
つ
に
『
民
謠

詩
人
』
の
精
神
が
あ
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
み
た
い
誘
惑
に

駆
ら
れ
る
。
中
山
輝
や
早
川
嘉
一
の
編
ん
だ
『
詩
と
民
謡
』
と
い

う
雑
誌
の
タ
イ
ト
ル
に
し
て
も
、
案
外
、『
民
謡
と
詩
』
あ
た
り
か

ら
来
て
い
る
と
い
う
可
能
性
も
、
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

だ
か
ら
。 

 

翁
久
允
の
『
高
志
人
』
の
重
要
性
も
、
こ
の
よ
う
な
文
脈
の
上

で
解
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
私
な
ど
は
考
え
て
い
る
。
ハ
ン

ガ
リ
ー
で
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
コ
ダ
ー
イ
や
バ
ル
ト
ー
ク
が
民

謡
を
採
集
し
て
以
来
、
民
謡
研
究
の
伝
統
が
確
立
し
て
い
る
の
に

対
し
、
日
本
、
と
り
わ
け
戦
後
に
編
ま
れ
た
日
本
近
代
の
文
学
史

や
詩
史
、
音
楽
史
、
教
科
書
等
に
お
い
て
は
、
民
謡
と
い
う
ジ
ャ

ン
ル
が
暴
力
的
な
ま
で
に
排
除
さ
れ
、
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ
る
と

い
う
事
態
が
起
こ
り
、
そ
れ
が
常
態
化
し
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は

お
そ
ら
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
あ
る
こ
と
と
ロ
ー
カ
ル
で
あ
る
こ
と
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
、
コ
ス
モ

ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ズ
ム
の
乖
離
を
意
味
し
て
お
り
、

あ
る
種
の
起
源
の
書
き
換
え
、
リ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
進
行
し
て
い
る

こ
と
を
露
呈
し
て
い
る
。
翁
久
允
と
い
う
、
世
界
と
郷
土
の
両
方

に
立
脚
で
き
た
存
在
を
追
尋
し
て
い
く
こ
と
自
体
、
価
値
の
高
い

仕
事
で
あ
る
と
言
え
よ
う
が
、
そ
こ
で
も
や
は
り
民
謡
と
の
つ
な

が
り
は
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
民
謡

と
詩
』
を
手
に
取
る
だ
け
で
も
、
そ
の
よ
う
な
感
想
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
。 

 

な
お
「
富
山
の
淀
川
の
か
こ
ん
の
女
」
等
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。 

 

付
記 

本
稿
は
、
富
山
文
学
の
会
（
二
〇
一
四
年
六
月
一
八
日 

於
・
富
山
大
学
人
文
学
部
）
に
お
け
る
同
題
の
発
表
を
成
稿
化
し

た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
多
く
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
御

礼
申
し
上
げ
る
。 
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